
第５面

くは陳列されている医療機器、同項の規定に違反して販売され、貸与され、若しくは授与さ
れた医療機器、同項の規定に違反して電気通信回線を通じて提供された医療機器プログラム、
第44条第３項、第55条（第60条、第62条、第64条、第65条の５及び第68条の19において準用
する場合を含む。）、第56条（第60条及び第62条において準用する場合を含む。）、第57条第２
項（第60条、第62条及び第65条の５において準用する場合を含む。）、第65条、第65条の６若
しくは第68条の20に規定する医薬品、医薬部外品、化粧品、医療機器若しくは再生医療等製
品、第23条の４の規定により第23条の２の23の認証を取り消された医療機器若しくは体外診
断用医薬品、第74条の２第１項若しくは第３項第２号（第75条の２の２第２項において準用
する場合を含む。）、第４号若しくは第５号（第75条の２の２第２項において準用する場合を
含む。）の規定により第14条若しくは第19条の２の承認を取り消された医薬品、医薬部外品若
しくは化粧品、第23条の２の５若しくは第23条の２の17の承認を取り消された医療機器若し
くは体外診断用医薬品、第23条の25若しくは第23条の37の承認を取り消された再生医療等製
品、第75条の３の規定により第14条の３第１項（第20条第１項において準用する場合を含む。）
の規定による第14条若しくは第19条の２の承認を取り消された医薬品、第75条の３の規定に
より第23条の２の８第１項（第23条の２の20第１項において準用する場合を含む。）の規定に
よる第23条の２の５若しくは第23条の２の17の承認を取り消された医療機器若しくは体外診
断用医薬品、第75条の３の規定により第23条の28第１項（第23条の40第１項において準用す
る場合を含む。）の規定による第23条の25若しくは第23条の37の承認を取り消された再生医療
等製品又は不良な原料若しくは材料について、廃棄、回収その他公衆衛生上の危険の発生を
防止するに足りる措置を採るべきことを命ずることができる。
２ 厚生労働大臣、都道府県知事、保健所を設置する市の市長又は特別区の区長は、前項の規
定による命令を受けた者がその命令に従わないとき、又は緊急の必要があるときは、当該職
員に、同項に規定する物を廃棄させ、若しくは回収させ、又はその他の必要な処分をさせる
ことができる。
３ 当該職員が前項の規定による処分をする場合には、第69条第６項の規定を準用する。
（廃棄等）
第76条の７ 厚生労働大臣又は都道府県知事は、第76条の４の規定に違反して貯蔵され、若し
くは陳列されている指定薬物又は同条の規定に違反して製造され、輸入され、販売され、若

第６面

しくは授与された指定薬物について、当該指定薬物を取り扱う者に対して、廃棄、回収その
他公衆衛生上の危険の発生を防止するに足りる措置を採るべきことを命ずることができる。
２ 厚生労働大臣又は都道府県知事は、前項の規定による命令を受けた者がその命令に従わな
い場合であつて、公衆衛生上の危険の発生を防止するため必要があると認めるときは、当該
職員に、同項に規定する物を廃棄させ、若しくは回収させ、又はその他の必要な処分をさせ
ることができる。
３ 当該職員が前項の規定による処分をする場合には、第69条第６項の規定を準用する。
（立入検査等）
第76条の８ 厚生労働大臣又は都道府県知事は、この章の規定を施行するため必要があると認
めるときは、厚生労働省令で定めるところにより、指定薬物若しくはその疑いがある物品を
貯蔵し、若しくは陳列している者又はこれらの物を製造し、輸入し、販売し、授与し、貯蔵
し、若しくは陳列した者に対して、必要な報告をさせ、又は当該職員に、これらの者の店舗
その他必要な場所に立ち入り、帳簿書類その他の物件を検査させ、関係者に質問させ、若し
くは指定薬物若しくはその疑いがある物品を、試験のため必要な最少分量に限り、収去させ
ることができる。
２ 前項の規定による立入検査、質問及び収去については第69条第６項の規定を、前項の規定
による権限については同条第７項の規定を準用する。
（緊急時における厚生労働大臣の事務執行）
第81条の２ 第69条第２項及び第72条第４項の規定により都道府県知事の権限に属するものと
されている事務は、保健衛生上の危害の発生又は拡大を防止するため緊急の必要があると厚
生労働大臣が認める場合にあつては、厚生労働大臣又は都道府県知事が行うものとする。こ
の場合においては、この法律の規定中都道府県知事に関する規定（当該事務に係るものに限
る。）は、厚生労働大臣に関する規定として厚生労働大臣に適用があるものとする。
２ （略）
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医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関す
る法律第76条の７第２項又は第76条の８第１項に規定する当該
職員の職権を行う麻薬取締官（麻薬取締員）身分証明書

所属庁

氏 名

年 月 日生

年 月 日発行

厚生労働省（都道府県）

印

第２面

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭和35年法律第145号）
抜粋
（立入検査等）
第69条 （略）
２～５ （略）
６ 当該職員は、前各項の規定による立入検査、質問又は収去をする場合には、その身分を示
す証明書を携帯し、関係人の請求があつたときは、これを提示しなければならない。
７ 第１項から第５項までの権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈してはならない。
（廃棄等）
第76条の７ 厚生労働大臣又は都道府県知事は、第76条の４の規定に違反して貯蔵され、若し
くは陳列されている指定薬物又は同条の規定に違反して製造され、輸入され、販売され、若
しくは授与された指定薬物について、当該指定薬物を取り扱う者に対して、廃棄、回収その
他公衆衛生上の危険の発生を防止するに足りる措置を採るべきことを命ずることができる。
２ 厚生労働大臣又は都道府県知事は、前項の規定による命令を受けた者がその命令に従わな
い場合であつて、公衆衛生上の危険の発生を防止するため必要があると認めるときは、当該
職員に、同項に規定する物を廃棄させ、若しくは回収させ、又はその他の必要な処分をさせ
ることができる。
３ 当該職員が前項の規定による処分をする場合には、第69条第６項の規定を準用する。
（立入検査等）
第76条の８ 厚生労働大臣又は都道府県知事は、この章の規定を施行するため必要があると認
めるときは、厚生労働省令で定めるところにより、指定薬物若しくはその疑いがある物品を
貯蔵し、若しくは陳列している者又はこれらの物を製造し、輸入し、販売し、授与し、貯蔵
し、若しくは陳列した者に対して、必要な報告をさせ、又は当該職員に、これらの者の店舗
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